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1 Abstract

唐突だが，同一視の基準にはどんなものがあるだろうか．我々が知っているものとして，
例えば相似などがある．これは，拡大縮小，回転，平行移動，裏返しなどの違いを無視して
同じと見る基準であった．今回は，トポロジーにおける同一視の基準を 2つ紹介したいと思
う．トポロジーは “やわらかい幾何学”とも言われるように，“やわらかい”変化で移り合う
図形を同一視して調べる分野である．トポロジーの見方では，“やわらかい変化” による違
いを無視して考え，例えばドーナツとコーヒーカップ，円周と四角形の枠などは同じものに
みえるのである．
このような新しいものの見方が与えられたとき，その見方で何と何が違うのか，同じなの
か，ということをはっきりさせたいと思うだろう．しかし，一般に，定義に則してそれらに
関係がないことを示すのは難しい．そこで，「関係があるものの間で変わらない性質」に着
目する．このような性質この性質が数や代数的なもののとき，不変量という．今回はその例
として回転数というものを紹介し，その応用としていくつか定理を示してみたいと思う．不
変量がトポロジストたちの主な関心事であるということが伝われば幸いである．前提知識は
必要なく，新入生にも理解できるように努めるので，ぜひ気軽に遊びに来て欲しい．

2 Contents

⃝ やわらかい幾何学と不変量 · · · 同相，ホモトピック，不変量，Euler 数

⃝ 回転数 · · · Brouwerの不動点定理，代数学の基本定理
⃝ ベクトル場 · · · つむじの定理，Pincaré-Hopf
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